
 

隣接小学校希望入学制度を取り巻く状況について 

(1) 隣接小学校希望入学制度の実施結果について 

 表１ 隣接小学校希望入学制度申込率 

年 度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

就学予定児童数（Ａ） 1,746 1,721 1,735 1,732 1,660 1,706 1,687 

当初申込者数（Ｂ) 166 177 170 216 297 307 284 

当初申込率（Ｂ／Ａ） 9.51% 10.28% 9.80% 12.47% 17.89% 18.00% 16.83% 

最終申込者数（Ｃ） 99 144 137 167 216 189 174 

最終申込率（Ｃ／Ａ） 5.67% 8.37% 7.90% 9.64% 13.01% 11.08% 10.31% 

年 度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

就学予定児童数（Ａ） 1,667 1,724 1,843 1,841 1,953 2,027 2,033 

当初申込者数（Ｂ) 288 285 318 285 216 171 149 

当初申込率（Ｂ／Ａ） 17.28% 16.53% 17.25% 15.48% 11.06% 8.44% 7.33% 

最終申込者数（Ｃ） 196 171 189 154 116 97 74 

最終申込率（Ｃ／Ａ） 11.76% 9.92% 10.26% 8.37% 5.94% 4.79% 3.64% 

   ア 就学予定児童数の推移（表１参照） 

    就学予定児童数は、制度導入時（平成１７年度）の１,７４６人から２１年度には１,６６０人ま

で減少しましたが、その後は増加傾向に転じており、３０年度には２,０３３人となり、２１年度

に比べて３７３人も増加しています。 

イ 申込率の推移（表１参照） 

    国・私立小学校の受験結果の影響を受けない当初申込率を見てみると、隣接制度導入時（平成

１７年度）の９.５１％から２２年度には１８.０％まで上昇しましたが、その後は低下傾向に転じ

３０年度には７.３３％まで低下しています。また、最終申込率も隣接制度導入時（１７年度）の

５.６７％から２１年度には１３.０１％まで上昇しましたが、その後は低下傾向に転じ、３０年度

には３.６４％まで低下しています。 

 

表２ 隣接小学校希望入学制度における受入可能人数の推移 

年 度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

実施学校数（22校中） 19 18 18 19 19 19 20 

受入可能人数 690 680 700 730 710 690 700 

隣接実施率 78% 77% 80% 83% 81% 78% 80% 

指 数 100 99 101 106 103 100 101 

年 度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

実施学校数（22校中） 18 19 18 17 15 13 10 

受入可能人数 590 570 535 490 430 360 285 

隣接実施率 77% 74% 69% 64% 56% 47% 37% 

指 数 98 94 89 81 71 60 47 

 注１ １校当たりの受入基準人数は、平成２３年度までは４０人、２４年度以降は３５人です。 

注２ 「隣接実施率」は、全校で基準人数どおりの受入をすると仮定した人数（40人×22 校＝880 人） 

（平成２３年度まで）、（35 人×22 校＝770 人）（２４年度以降）に対する割合です。 



 

 ウ 受入可能人数の推移（表２参照） 

    近年の就学予定児童数の増加及び２４年度から始まった第１学年における１学級３５人の学級

編制等の影響により多くの小学校において普通教室数に余裕がなくなったため、隣接希望者の受

入可能人数は年々減少しています。３０年度には全小学校２２校のうち隣接制度実施校は１０校、

受入可能人数は２８５人まで減少し、隣接実施率は３７％にまで低下しています。その結果、隣

接制度の申込率も、近年急激に低下しています。  

     

(2) 平成２９年度東京都教育人口推計について 

（東京都教育委員会が推計した公立小学校の児童数及び学級数） 

ア 目黒区立小学校児童数の推計 

平成２９年５月１日（実数）９，１４７人から平成３４年５月１日（推計）１０，４２９人と

なり、５年間で１，２８２人の増加と推計しています。 

イ 目黒区立小学校学級数の推計 

平成２９年５月１日（実数）３０６学級から平成３４年５月１日（推計）３３６学級となり、

５年間で３０学級の増加と推計しています。 

  

(3) 平成３０年度年齢別人口について 

（平成３０年度東京都教育人口推計を行うための基礎数値として抽出した住民登録数） 

   今後、小学校に入学する子どもの数について、平成３０年入学の指数を１００とした場合、平成

３５年入学では１１６となり、小学校の学齢児童数は年々増加する見込みです。 

入学年 平成３０年 平成３１年 平成３２年 平成３３年 平成３４年 平成３５年 

学齢児童数 １，９５２ ２，０５０ ２，０９７ ２，２５３ ２，２３３ ２，２６２ 

指 数 １００ １０５ １０７ １１５ １１４ １１６ 

 


